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研究成果の概要（和文）：眼が動くと、網膜に映った視覚像の位置は眼の動きに伴って変化するのに、外界が動いて見
えないのはなぜか。この問題に取り組むため、サルの大脳高次視覚野から神経活動を記録・解析し，これまでに、大脳
皮質後頭・頭頂連合野の一部であるMST野が、眼が動くことによって生じる網膜像の動きの補正に関与すること、眼を
動かす前の視覚情報の記憶を眼が動いた後に呼び起こし、眼の動きにより途切れた視覚情報を埋める仕組みに関与する
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Our eyes move rapidly and with an extremely high frequency of several times per 
second. Yet we are able to perceive the visual world as stable and continuous despite our eye movements, 
unlike camera's blur. How does our brain deal with the blurry retinal images resulting from 
self-eye-movements? In order to understand the neural mechanisms of the visual stability irrespective of 
eye movements, we recorded and analyzed neural activity in the MST area, which is part of the posterior 
parietal cortex of macaque monkeys. We have clarified that the MST area contributes to compensate for the 
retinal image motion induced by smooth pursuit eye movements, and also to recall visual information, that 
have pre-existed before saccadic eye movement, after the eye movement.

研究分野： システム神経生理学
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１．研究開始当初の背景 
眼を動かしても外界が動いているように見
えないのはなぜか。私たちは絶えず、非常に
速い速度で眼を動かしているにもかかわら
ず、周囲の景色を安定して見ることができる。
眼はカメラに例えられるが、ビデオカメラを
眼と同じように動かすと、撮影された映像は、
ひどくブレたものになってしまう。この現象
は昔から気づかれていて、17 世紀のデカルト
の著作にも記載されている。19 世紀には、ヘ
ルムホルツが、「ヒトの脳には、自分の意志
で眼を動かした時には、その動きを補正して
精確で安定した視覚情報を得る仕組みがそ
なわっているのではないか」と指摘した。し
かし、その実態はいまだ明らかになっていな
い。 
 
２．研究の目的 
眼を動かしても私たちの視界は全くブレな
いが、瞼の外側から眼球を指で押すと、ブレ
る。このことから、脳は、ヘルムホルツの指
摘のように、「自分の意志で眼を動かしたと
きに生じる網膜像の動き」と「受動的に眼球
が動いたことによって生じた網膜像の動き」
を切り分けて、正しく外界の動きを知覚する
機構を持っているにちがいない。自分で眼を
動かしたときには世界がブレないので、この
機構には眼球運動指令信号が関与している
と考えられる。それでは、この神経機構は脳
内のどこに備わっているのだろうか。本研究
は、この眼の動きによるブレを補正して安定
した視界をつくりだす脳内メカニズムを解
明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
全ての実験は京都大学の動物実験委員会の
承認を得て実施された。 
マカクサル２頭について、眼球運動課題のト
レーニングを行い、これらのサルの大脳高次
視覚野 MT 野（Middle Temporal Area）および
MST 野（Medial Superior Temporal Area）から
ニューロン活動を記録した（図１）。 

MT 野と MST 野は、視覚刺激の動きの処理
に深く関係する領野である。大脳高次視覚野
の神経細胞には受容野があり、それぞれの神
経細胞が異なる網膜部位に映る視覚像に反
応することが知られている。MT 野と MST 
野のニュ－ロンの多くは、受容野内に動く視
覚刺激を呈示すると、刺激の動く方向に選択
的な応答を示す。そこで、本研究では、眼の
動きによって網膜に映った視覚像の位置が
移動するとき、対応する視覚ニューロンの受
容野の位置および大きさにどのような変化
が生じるのか調べた。 
 
４．研究成果 
その結果、大脳皮質の後頭・頭頂連合野の一
部である MT 野のニューロンでは、受容野の
位置が、単に眼の動きに伴って受動的に変化
するのに対し、MST 野には、眼の動きが終わ
った時点で、「眼が動く前の視覚情報の記憶
痕跡」に関連した活動を示すニューロンが多
く存在することが明らかになった。この結果
は、MST 野で「眼が動き出す前に受容野の中
にあった視覚情報」が想起され、MT 野から
MST 野に供給される「その瞬間に見えている
情報」との統合が起こっていることを示唆し
ている。この実験から、MST 野が、眼の動き
の前後の情報を統合することで、眼が動くこ
とによって生じる視覚像のブレを補正し、安
定した、かつ、連続した視覚認知を維持する
神経メカニズムに関与している可能性が示
唆された。 
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